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◇あとがき◇
　急性腹症は，発症から 1週間以内に生じた急
激な腹痛，あるいは慢性腹痛の急激な増悪を呈
する疾患群であり，胸部疾患を含む多様な病態
が原因となります。腹痛の発生機序と病態を的
確に把握し，緊急手術を含む迅速な初期対応に
よって重症化を防ぐことが求められます。
　急性腹症への対応は，外科医が最も緊張し，
同時に腕を試される場面の一つです。はやる気
持ちを抑えながら病歴を聴取し，身体診察を重
ね，画像評価へと進みます。それでも原因を特
定できず，試験開腹に至ることもあります。そ
のような状況も外科医としての醍醐味ではあり
ますが，術前に診断が得られれば，治療方針や
術式の決定に大きく寄与することはいうまでも
ありません。
　小児外科領域では，個々の疾患がまれである
ため，医師がすべての病態を実際に経験できる
とは限りません。しかも，原因のみえにくい急
性腹症は夜間に来院することも多く，ときには
一人で対峙しなければならないこともありま
す。相談できる放射線科医が不在のなか，初め
て目にする疾患を前に，緊張しながら診療にあ
たります。
　私どもは 30年前から週に 1回，放射線科医と
画像カンファレンスを行っています。現在では
小児科や放射線技師も加わり増多。急性腹症の
初診を担当した小児科医だけでなく，実際に手
術を行った小児外科医さえ気づかなかった所見
を指摘されることもあり，多職種で画像を振り
返る意義を改めて感じます。
　本号では，腹部疾患を中心に，急性腹症の診
療において重要な鍵となる画像診断を特集しま
した。画像装置の高性能化と読影技術の向上に
より，患者・医療者の双方が多くの恩恵を受け
ています。施設によっては各種画像診断装置が
24時間稼働し，遠隔画像診断によって放射線科
医の支援を受けることも可能になりました。本
特集が，時間的制約のあるなかで見逃すことの
できない小児急性腹症の診療に，少しでも役立
つことを願っています。
 （古田繁行）
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